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当社株式の特設注意市場銘柄の継続に関するお知らせ当社株式の特設注意市場銘柄の継続に関するお知らせ当社株式の特設注意市場銘柄の継続に関するお知らせ当社株式の特設注意市場銘柄の継続に関するお知らせ    

 

当社の株式は、平成24年1月18日付で株式会社東京証券取引所（以下「東証」という。）から特設注

意市場銘柄に指定されておりましたが、平成26年5月30日付で特設注意市場銘柄の指定を継続する旨の

通知を受けましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１.特設注意市場銘柄継続の理由 

当社は、平成23年12月22日に平成18年10月期から平成23年10月期第3四半期までの有価証券報告書等

に係る訂正報告書を提出いたしました。この件につき、当社の内部管理体制等について改善の必要性

が高いと認められたため、平成24年1月18日に当社株式が特設注意市場銘柄に指定されました。 

その後、当該指定から1年が経過した後に、東証に内部管理体制確認書を提出いたしましたが、平成

25年４月30日付「当社株式の特設注意市場銘柄の継続に関するお知らせ」（以下「昨年の指定継続の

お知らせ」という。）のとおり、当社の内部管理体制等が十分に改善されたとは確認できなかったた

め、特設注意市場銘柄の指定を継続する旨の通知を受けました。 

今般、当該指定から2年を経過したことから、当社は、再度、内部管理体制確認書を東証に提出いた

しました。東証がその内容等を確認したところ、改善への取り組みは行われているものの、不正に関

与した役員の一部について、当社子会社の従業員等として雇用される状況が継続していたこと、不正

を指示した元代表取締役（佐々木英輔氏）に対して、過去に流出した資金の回収についての十分な対

応を行わなかったこと、元代表取締役が実質的に全株式を保有していた会社に対して、新規貸付を行

っていたことが判明し、また、社内諸規則及び内部統制の適切な整備・運用が実施されていないこと、

内部監査が適切に実施されていないことから、当社の内部管理体制等が十分に改善されたとは確認で

きなかったため、当社株式について特設注意市場銘柄の指定を継続するとの通知を受けました。 

 

株主の皆様をはじめ、関係者の皆様には多大なご心配とご迷惑をおかけしておりますことを、改め

て深くお詫び申し上げますとともに、引き続きご理解ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
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なお、今回、特設注意市場銘柄の指定が継続されたことにより、直ちに上場廃止の事由に該当する

ことはございませんが、当社株式が特設注意市場銘柄に指定された日（平成24年1月18日）から3年を

経過し、かつ、内部管理体制等に引き続き問題があると東証が認めた場合は、当社株式は上場廃止と

なります。 

また、東証が内部管理体制確認書の提出を求めたにも関わらず、内部管理体制の状況等が改善され

る見込みがないと認めた場合は、上場廃止となります。 

 

２．当社の今後の取組み 

元代表取締役との関係性につきましては、株式会社光通信が行った当社株式に対する公開買付け（買

付期間：平成26年４月８日から平成26年５月22日）において、元代表取締役が所有していた当社株式

の全て（850,500株）、及び同人の100％支配会社である株式会社E・Sワンが保有していた当社株式の

全て（695,500株。その内、500,000株については市場売却し、残195,500株。）を当該公開買付けに応

募したことの報告を受けており、いずれも当社の株主には該当しないこととなっております。今後も

旧役員の関係性排除を最優先に考え、対応を行ってまいります。 

指定解除に向けた具体的な改善策につきましては、昨年の指定継続のお知らせにおいて、具体的な

改善策の開示を別途行う旨を記載したにも関わらず、想定をしていた改善を進めることが思うように

出来ていなかったために、開示が出来ておりませんでした。今回の結果を踏まえ、改善が遅れている

ということを真摯に受け止め、改善事項について早期の解決に向けた対応を行い、特設注意市場銘柄

指定の解除に向けて全社一丸となって取組んでまいります。 

今後の具体的な改善策等につきましては、方針が決定次第、早急にお知らせいたします。 

以 上 


